
あじさいが見頃を迎えている現在、6月下旬。46年前の同じ

頃、私は誕生した。

藤森神社は実家から徒歩3分。子どもの頃の思い出の風景に

は必ず藤森神社がある。

小学校の登下校に毎日歩き、夏休みは昆虫を探しに森へ入

る。本殿を回るリレー競走（子どもがしたことなのでお許しを）。

自分の自転車の練習はもちろんのこと、母の自転車の練習につき合ったのは拝殿から南門の間。そ

して、毎年5月のお祭りはビッグイベントであった。

今は実家へ帰る時でもほとんど通らないが、久しぶりにじっくりと歩いてみた。

西門からの参道を上がると猫がお迎え。これは流行りの駅長さんを見習ったか？と思いきや、

「エサを与えるな」ということだった。

参道の写真のとおり、神社そのものにほとんど変わりはないが

（七五三は44年前！）、なんとなくこまごまと追加された感じは否

めない。鎮座まします「七福神」、いつの間に。お祭りの時「見せ

物小屋」の定位置だった場所には「絵馬舎」。喫煙所としての役

割が大きいようだ。これはできてからずいぶんたった気がする。

さて、大きく変わったと言えば「あじさい苑」であろう。何年にな

るだろうか。平成に入ってからできたのは間違いない。しかし、いつ整備されたかは藤森神社の

ホームページを見てもわからなかった。もともと「紫陽花の宮」だった模様。

300円払って初めて入ってみた。うーん、花のひとつひとつはとてもきれいだった。

ちなみに三室戸寺も案外最近、平成元年にあじさい園が始まったとのこと。

・・・がんばれ藤森神社！

阪神大震災の折には老朽化していた実家は断水。藤森神社の「不二の水」を使わせていただい

た。この日もこの水を汲みにきている女性が。断水したわけではないだろうけど。

とりとめもなく書いたが、マイナーチェンジをしつつも、変わらずに居てくれるふるさとの象徴、藤

森神社。やはり大好きな場所である。
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残暑厳しい折り柄、近畿税理士会伏見支部の諸先
生方におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し
上げます。　　　　　　　　　
この度の定期異動によりまして、伏見税務署長を拝
命いたしました水嶋でございます。
平素から伏見支部の諸先生方には、税務行政の円
滑な遂行のため、深いご理解と支部を挙げての積極的
なご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
当地は、「伏水の地」といわれるほど豊富な水に恵ま
れ、古くからお酒の産地として全国的に知られておりま
すし、神社仏閣をはじめとする名所旧跡や酒蔵など、歴
史的資源と風情のある町並みが多数見られる歴史と伝
統のある地です。
このような伝統と魅力のある地で税務署長として勤
務する機会を得ましたことは、誠に光栄に感じますとと
もに、職責の重さに改めて身の引き締まる思いをいたし
ております。
さて、皆様ご承知のとおり、税務行政を取り巻く環境
は、グローバル化・ＩＴ化・広域化といった経済・社会情

勢の急激な変化により、複雑かつ困難なものとなって
おります。このような状況の下、私どもの使命であります
「適正・公平な課税と徴収の実現」、「酒類業の健全な
発達」、「税理士業務の適正な運営の確保」という３本
柱の達成に向け、限られた人員等を最大限に活用し、納
税者サービスと事務の簡素化・効率化を図っていかな
ければなりません。
そのためには、ｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システ

ム）をはじめとするＩＴを活用した利便性の高い申告・納
税の手段を提供するとともに、税務署の受付窓口の一
元化や電話相談センター・源泉所得税の事務処理セン
ターなどの集中化に取り組んでおります。
しかしながら、円滑に税務行政を推進するためには、
私どもの力だけでは到底、成し得るものではなく、諸先
生方のご協力なしには成し遂げられません。
幸い、伏見支部ではｅ-Ｔａｘの推進につきまして、

「ｅ-Ｔａｘ推進会議」を早期に立ち上げ、積極的に取り
組んでいただいているところであり、加えまして、公益社
団法人伏見納税協会、税務署の３者で設立いたしまし

た「伏見ｅ-Ｔａｘ連絡協議会」におきましても、
様々なご協力をいただいているところでござい
ます。
私どもといたしましては、このような理解ある
取り組みについて誠に心強く感じますとともに、
深く敬意を表する次第でございます。
どうか、今後とも私どものよき理解者として、
従来以上の暖かいお力添えを賜りますようお
願い申し上げます。
結びに当たり、近畿税理士会伏見支部の
益々のご発展と、諸先生方のご健勝とご事業
のご繁栄を心から祈念いたしまして、私のあい
さつとさせていただきます。

ごあいさつ 伏見支部長　谷口　貢 ごあいさつ 伏見税務署長　水嶋　保

まだまだ暑い日が続いておりますが、伏見支部の会員先
生方におかれましては、ますますご健勝にてお過ごしのこと
とお慶び申し上げます。また、平素より支部の会務運営に
格別のご理解とご支援を賜りますこと、心より厚くお礼申
し上げます。
新執行部となり、はや１年が経過いたしました。さる6月
1日の第32回支部定期総会には、多くの会員先生方のご
出席を賜り、決算書をはじめ次期事業計画・予算の全議
案ともご承認をいただくことができました。これもひとえに
役員及び委員の先生方の絶大なるご協力と会員先生方の
暖かいご支援の賜物と心より感謝いたしております。本年
も支部行事の充実に向けて最大限の努力で臨みたいと考
えておりますので、会員の先生方にはあらゆる機会におい
て支部行事へのご参加、ご協力をお願い致します。
ここで、本年度の各委員会の活動トピックを紹介させて
いただきます。
①「研修」につきましては、昨年より支部会員の36時間
研修受講の達成率を50％以上にすることを目標として研
修会の開催を増やしましたところ、目標の50％を超えるこ
とができました。本年も支部において充実した内容での27
時間の研修会を計画しておりますので、みなさまにはぜひ
全ての研修会にご参加いただき、たとえ義務化になっても
困らないように、受講時間達成の習慣を身に着けていただ
ければと思います。なお、もう一歩で達成という先生のフォ
ローも進めていきたいと考えております。今年の目標は、
60％以上です。
②「厚生」につきましては、10月に香港・マカオの支部旅
行が計画されています。世界遺産を巡り、各地の美食・美
酒を満喫する予定ですので、一人でも多くのご参加をお待
ちしております。また、9月8日には支部対抗のソフトボール
大会があります。戦力も充実し、3年ぶりの優勝をめざして
おりますのでご参加・応援をよろしくお願い致します。

③「広報」におきましては、この伏水62号より全紙面をカ
ラー刷りとしました。また、昨年同様にすばる高校からの税
理士事務所インターンシップの要請があり、税理士志望の
生徒8人を4事務所の協力により受け入れる予定です。な
お、租税教育は本会の重点施作であり、すばる高校をはじ
め伏見区租税教育推進協議会からの講師派遣要請があ
れば、できる限り対応してまいります。
④「税対」におきましては、本年度は確申期の地区相談

の従事人員の削減が予想されます。事前年金相談会場と
地区相談会場の人員配置を十分に考慮し、担当先生の
過重負担が生じないように努力いたしますので、税務支援
事業にご理解とご協力をお願い致します。
⑤「総務」におきましては、会員への情報の周知を徹底し

ていきたいと考えております。本年は税理士用電子証明書
の更新が行われる年です。9月下旬頃より更新手続が始ま
りますので、みなさま充分なるご留意をお願い致します。
さて、日税連、国税庁およびオブザーバー参加の財務省
主計局は、「税理士法改正に関する意見（案）」の17項目に
ついて検討するため、約1年間にわたり14回の勉強会を開
催し、この6月28日に「税理士制度に関する勉強会におけ
る論点整理メモ」を公表しました。このメモは、意見交換を
基に論点を整理しただけのものであり、一定の方向性を
もって集約しておらず、多方面からの意見を掲載していま
す。池田日税連会長は機関紙「税理士界」において、「論点
整理メモについて会員の意見を聞きながら勉強会で更に
検討を行い、9月の理事会で税理士法改正要望案として
機関決定したい。来年の通常国会に足腰の強い改正提案
がなされるように税政連と連携して活動していきたい。」と
改正に向けての意欲を示されています。われわれも、今後
の動向に注目していきましょう。
最後になりましたが、まだまだ残暑きびしい折から、会員先

生方のご健勝とご事業の繁栄を心よりお祈り申し上げます。
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署　長

水嶋　保
（局・総務・主任税務相談官）

副署長

門田正雄
（局・課二・酒税課長補佐）

総務課長

小島　昭
（留任）

管運１・統括官

中川宏能
（長浜・管運徴・統括官）

管運２・統括官

大田浩子
（留任）

徴収・統括官

山﨑保則
（留任）

個人１・統括官

石塚博訓
（舞鶴・個人・統括官）

個人・連絡調整官

大北恭子
（留任）

個人２・統括官

税所勝美
（長田・個人２・統括官）

個人３・統括官

山取敬治
（留任）

資産・統括官

落合利光
（留任）

法人１・統括官

杉山隆志
（鹿児島・法人６・統括官）

法人・連絡調整官

日浦勝広
（留任）

法人２・統括官

田中　健
（東・国際税務専門官（源泉））

法人３・統括官

津熊俊孝
（留任）

酒類指導官

藤田安隆
（留任）

局・課二・酒類業調整官（伏見署派遣）

山口将人
（留任）

伏見税務署幹部紹介
ひとことメッセージ

小島　昭（総務課長）
❶父　父親はいつまでも偉大です。
❷農家　毎日ひたすら米や野菜を作っていると思います。
❸読書、テレビ鑑賞　一番リラックスできます。

中川宏能（管運１・統括官）
❶両親　健康な心身を授かったからです。
❷デパートの店員　平日に遊べるのが理想でした。
❸ゴルフ、日帰りバスツアー

大田浩子（管運２・統括官）
❶マザー・テレサ
❷小学校の先生 子供の頃にあこがれていたのでなっ
ていたかも。
❸ホットヨガ　最近はまっています。

山﨑保則（徴収・統括官）
❶妻　結婚して29年過ぎましたが、今の私があるのは
妻のお陰です。
❷水商売の道に入って、今頃は・・・・。
❸草ソフトボール　おっさんの集まりですが、体が動
く限り続けたいと思っています。

石塚博訓（個人１・統括官）
❶両親　感謝の気持ちをこめて。
❷１ 中学の理科の先生
　２ 製薬会社に勤務
❸ゴルフ（ただ好きなだけ）　特にギターを趣味程度
に遊んでいます。

大北恭子（個人・連絡調整官）
❶マザー・テレサ　キリスト教信者ではありません　
❷小料理屋の女将！？
❸旅行・食べ歩き・飲んだくれ？

税所勝美（個人２・統括官）
❶両親
❷会社員
❸釣り（下手ですが）

山取敬治（個人３・統括官）
❶上杉　鷹山　（「伝記」とか「ＴＶドラマ」で知る限り
では、凄い人だと思います。）
❷理想としては、自由業
❸魚釣り（冬季以外は、主に日本海で月１回程度、船
釣りを楽しんでいます。）

落合利光（資産・統括官）
❶王　貞治
❷鍛冶屋　父の仕事を継いでいた。
❸スポーツ観戦（特に野球）

日浦勝広（法人・連絡調整官）
❶両親
❷できませんが料理人
❸下手ですが、テニスとバンド（ベースギター）をしています。

田中　健（法人２・統括官）
❶母親　負けず嫌いの性格は、母親譲りかも？
❷多分会社員（営業マン）
❸スポーツジム（毎週日曜日は、ほぼ１日汗を流しています。）
　テレビ鑑賞（特にドラマは好きです。）

津熊俊孝（法人３・統括官）
❶尾崎　行雄（プロ野球選手でもプロゴルファーでも
ありません）
❷大学の先生（古典文学専攻）
❸神社庁神職資格（直階）（伏見稲荷大社に転職可？）
　女子プロゴルファーの直筆サイン入り帽子等多数！！

藤田安隆（酒類指導官）
❶山野井　泰史（ソロクライマー）
ヒマラヤのギャチュン・カン登攀後に雪崩に巻き込ま
れ、手足の10本の指を切断したにもかかわらず、各地
のクライミングに挑戦し続けている人
❷ガソリンスタンドの店員（整備士）
母子家庭で育ちましたので、親に苦労をかけないよう
に中学校卒業前に、内緒で就職を決めていましたが、
親にばれて高校進学することになりました。
❸囲碁、将棋、麻雀などのインドアとハイキングや軽
登山のアウトドアが趣味ですが、メタボなのでアウト
ドアに力を入れたいと思っています。

山口将人（局・課二・酒類業調整官（伏見署派遣））
❶「我以外皆我師也」と思っています。
❷幼稚園の頃は「パイロット」になりたいと書いてい
　たようです。
❸最近は、近場の山歩きを楽しんで（＆苦しんで）います。

❶尊敬する人　❷この仕事をしていなかったら…　❸趣味・特技

杉山隆志（法人１・統括官）
❶西郷　隆盛
❷地方公務員（県庁、市役所）
❸ジョギング　平成24年１月、初マラソンに挑戦。７
時間かけて「完歩」しました。
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第1号議案
平成23年度事業報告書及び決算書（貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び収支計算書）承認の件
　萩原政宏総務委員長が、第1号議案について議案書を基に説明を行った。次いで、監事を代表して、田中

明会員が監査報告を行った。

　続いて、議長より、第１号議案について質問・意見を求めたところ、特になかったので、採決を行い賛成多

数で第１号議案は承認可決された。

第2号議案
平成24年度事業計画及び収支予算承認の件
　萩原政宏総務委員長が、第2号議案について議案書を基に説明を行った。

　続いて、議長より、第2号議案について質問・意見を求めたところ、特になかったので採決を行い賛成多数

で第２号議案は承認可決された。

　議長は、以上をもって本支部定期総会の議案はすべて終了した旨を告げ、降壇した。

　その後、児玉正己伏見税務署長の来賓祝辞があり、倉本喜代春副支部長の閉会の挨拶を最後に午後6時00分第

32回定期総会は終了した。

 支部役員会
24.1.16 第6回役員会 伏見納税協会 出席者数22名
１．平成23年分確申期における地区相談割当等に
関する件

２．新年研修会、意見交換会に関する件
３．次回役員会及び合同委員会の日程の件
４．理事会報告
５．各委員会報告

24.3.16 第7回役員会 清和荘 出席者数23名
１．第32回支部定期総会関連事項の日程調整に関
する件

２．平成24年度「指定税理士」登録に関する件
３．次回役員会日程の件
４．理事会報告
５．各委員会報告
６．平成23年分確申期における地区相談会場をふ
り返って

24.5.8 第１回役員会 清和荘 出席者数26名
１．平成23年度事業報告書及び決算書に関する件
２．平成24年度事業計画(案)及び収支予算(案)に
関する件

３．第32回支部定期総会式次第に関する件
４．第32回支部定期総会における委任状の取扱い
に関する件

５．定期総会の研修会、定例会、意見交換会に関する件
６．次回役員会日程の件
７．理事会報告
８．各委員会報告

24.6.28 第２回役員会 清和荘 出席者数22名
１．夏季意見交換会及び研修会、定例会に関する件
２．各委員会報告

税務署・支部懇談会
24.1.19 第６回 
伏見税務署 議長署長 出席者数（署11名・支部12名）
１．｢e-Tax｣の普及・拡大に向けたより一層の取り
組みについて

２．平成23年分確定申告について
３．還付申告センターについて
４．閉庁日対応について
５．源泉所得税の期限内納付について
６．書面添付制度について

７．当面の諸問題について懇談

24.4.23 第１回 
伏見税務署 議長支部長 出席者数（署11名・支部12名）
１．平成23年分確申期における地区相談会場をふ
り返って

２．「税理士業務の概況書」の提出について
３．申告所得税・消費税の期限内納付について
４．消費税無申告者への事前照会文書の発送について
５．法人税関係法令の改正の概要等の庁ホーム
ページ掲載について

６．適用額明細書の添付について
７．｢e-Tax｣の利用拡大について
８．書面添付制度について
９．当面の諸問題について懇談

24.6.6 第２回
伏見税務署 議長署長 出席者数（署11名・支部12名）
１．｢e-Tax｣の利用拡大について
２．「平成24年分所得税の予定納税額の減額申請
書」の提出期限について

３．譲渡所得無申告者に対する照会の実施について
４．平成24年分路線価図等の公開日について
５．国税庁における「業務プロセス改革計画」について
６．書面添付制度について
７．当面の諸問題について懇談

総務委員会
24.4.13 第１回 清和荘 出席者数9名
１．平成23年度事業報告書作成に関する件
２．平成23年度決算書作成に関する件
３．平成24年度事業計画(案)作成に関する件
４．平成24年度収支予算(案)作成に関する件
５．平成24年度予算要求に関する件
６．その他当面の諸問題について

24.6.28 第２回 清和荘  出席者数9名
１．平成24年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について

研修委員会報告
24.1.23 第９回研修会
出席者数１１２名（うち他支部０名）
テーマ
①消費税の大増税に向けて
②電子納税と近税パソネットの使い方

支部活動報告第32回定期総会報告 総務委員会

平成24年6月1日午後5時00分リーガロイヤルホテル

京都において第32回定期総会を開催した。

はじめに、小山富央会員が本日の総会の司会者にな

る旨を告げ、続いて植田順副支部長が開会の宣言を行

い、その後、前回定期総会以降逝去された会員の冥福

を祈り黙祷を行った。そして来賓紹介の後、谷口貢支部

長が挨拶を行った。

次いで、司会者より本日の総会決議につき、平成24

年5月18日現在の会員総数156名中、本人出席75名、

委任状出席58名、合計出席133名であり、委任状のう

ち受任者記載の無いものについての取扱いを報告し、

本日の総会は、有効に成立する旨報告した。

続いて、司会者は、議長の選任について議場に諮った

ところ、「司会者一任」の声があり、尾﨑春樹会員を指

名した。

議長は、就任挨拶の後、議事録署名人の選任につい

て議場に諮ったところ、「議長一任」の声があり、総会議

事録署名人に、浅田芳弘会員、岩井啓治会員の2名を

指名して議事に入った。
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③平成２３年度所得税、資産税その他確定申告等
の留意点
講　師
①垣木英宏会員（伏見支部）
②小山富央会員（伏見支部）
③伏見税務署　個人課税第１部門統括官

吉川修氏
資産課税部門統括官
落合利光氏
管理運営第１部門統括官
會友吾氏
徴収部門統括官
山﨑保則氏
法人課税第１部門統括官
菅幸代氏
酒類指導官
藤田安隆氏

会　場　ホテルグランヴィア京都

24.4.13 第１回委員会 清和荘 出席者数５名
１．平成23年度事業報告書作成に関する件
２．平成24年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成24年度予算要求に関する件
４．平成24年度研修予定に関する件
５．その他当面の諸問題について

24.6.1 第１回研修会 
出席者数８５名（うち他支部０名）
テーマ
１．中小・小規模企業、次世代へつなぐ・大きく育てる
　「スモールＭ＆Ａのすすめ」
講　師
１．株式会社オンデック　代表取締役 久保良介氏
会　場　リーガロイヤル京都

24.6.28 第２回委員会 清和荘 出席者数 ５名
１.平成24年度事業計画の実行に関する件　
２．その他当面の諸問題について

24.7.20 第２回研修会 
出席者数92名（うち他支部０名）
テーマ１．土地評価の重点解説
～広大地評価から不動産調査まで大きく差がつく
重要ポイントの徹底解説～
講　師　１．不動産鑑定士・税理士　丸田隆英氏
会　場　リーガロイヤルホテル京都

税務支援対策委員会
24.1.6  
平成23年分確申期「協議派遣団体の代理送信を
担当する支部担当者リスト」及び伏見納税協会との

間で締結した「覚書」を近畿税理士会へ送付した。

24.1.6  第3回委員会 春神 出席者10名
議題
1.平成23年分確定申告相談方式による税務支援
実施に関する件

2.「地区申告相談会場」責任者会議開催に関する件
3.伏見納税協会会員等に対する納税相談会開催
に関する件

4.その他当面の諸問題について

24.1.12 
平成23年分確申期「地区相談会場等実施計画
書」を近畿税理士会及び伏見税務署へ提出した。

24.1.16 地区相談会責任者会議を開催し、会場運営
等について協議した。
出席者 伏見税務署 副署長他3名
伏見納税協会専務理事
支部長、会場責任者12名（於：伏見納税協会2階）

24.1.16 伏見納税協会会員等に対する決算・申告指
導の電子申告に対応するため、代理送信説明会を
開催した。
出席者 副支部長、委員長、電子申告担当者7名
（於：伏見納税協会2階）

24.1.18 
伏見納税協会個人部会のブロック長・分科会長会
議に指導担当税理士及び支部長、副支部長、委員
長、副委員長が出席し、伏見納税協会会員等に対
する確申期の決算・申告指導の打合せを行うととも
に、指導日程を決定した。また、確申期の地区相談
会場等での協力体制について意見交換を行った。
（呉竹文化センター2階）

24.1.23 
平成23年分確定申告相談方式による税務支援の
実施要領について説明会を開催し、地区相談会場
開催の日程表及び個人別担当表を配布した。

24.1.26 
平成24年度上半期（平成24年4月～平成24年9
月）の京都税務相談センターの相談室に派遣する
担当税理士12人を選任し、支部連へ通知した。

24.2.1 
総務省京都行政評価事務所の一日合同行政相談
所に派遣する担当税理士1人を選任し、支部連へ
通知した。

24.2.17 
地区申告相談会場担当税理士「実施状況報告書」
の1回目（2月1日から2月15日分）を近畿税理士会
へ送付した。

24.2.29 
上記「実施状況報告書」の2回目（2月16日から2月
25日分）を近畿税理士会へ送付した。

24.3.21 
平成24年度伏見納税協会の「税理士による税務
相談日」に派遣する担当税理士10人を選任し、伏
見納税協会へ通知した。

24.3.28 
「税理士会会員の税務支援状況に関する調査」の
回答を近畿税理士会へ送付した。

24.4.2  
指定税理士登録のアンケートを送付した。（期限4月16日）

24.4.6 
伏見納税協会個人部会の確申期地区相談所運営
等の三者（署、税理士会、協会）反省会に支部長、
副支部長、委員長、副委員長が出席し、各相談会場
の状況や今後の要望等の意見交換を行った。

24.4.12 
近畿税理士会に平成23年分「地区相談会場における
確定申告相談」実施結果アンケートの報告を行った。

24.4.13 第1回委員会 清和荘 出席者数7名
議題
1.平成23年度事業報告書作成に関する件
2.平成24年度事業計画（案）作成に関する件
3.平成24年度税務支援対策委員会予算要求に関する件
4.その他当面の諸問題について

24.4.19 
京都商工会議所洛南支部の担当者と確申期税務
特別相談会の打合せを行うとともに、記帳指導担
当税理士1人を選任し通知した。

24.4.23 
近畿税理士会に平成23年度における税務支援に
関する事績集計結果の報告を行った。

24.4.23 
近畿税理士会の支部税対担当責任者会議に委員
長が出席し、情報の収集を行った。

24.5.16 
平成24年度記帳指導担当税理士5人を内定し、伏
見税務署へ通知した。

24.5.23 
近畿税理士会に指定税理士の登録者、税理士92
人、税理士法人2法人を報告した。

24.5.31 
近畿税理士会に「税務支援に関するアンケート」に
ついての回答書を報告した。

24.6.26 
平成24年度記帳指導担当者名簿を近畿税理士会
に送付した。

24.6.27 
平成24年度記帳指導に関する打合せ会を署にお
いて開催した。
伏見税務署　副署長他2名
副支部長、委員長、担当税理士5名出席
（於：伏見税務署会議室）

24.6.28 第2回委員会 清和荘 出席者8名
議題
1.平成24年度事業計画（税対委員会関係）の実行
に関する件

2.その他当面の諸問題及び地区相に関する打合せ
等について

広報委員会
24.1.1 支部報「伏水」第６１号を発行
24.4.13 第１回委員会 清和荘 出席者数８名
１．平成23年度事業報告書作成に関する件
２．平成24年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成23年度広報委員会予算要求に関する件
４．その他当面の諸問題について

24.6.11 京都すばる高校 インターンシップ打ち合
せ会 出席者数 ２名

24.6.28 第２回委員会 清和荘 出席者数９名
１．平成２４年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について

厚生委員会
24．1．23 新年賀詞意見交換会を実施した
出席者95名

24．4．13 第1回厚生委員会 清和荘 出席者数7名
１．平成23年度事業報告に関する件
２．平成24年度事業計画（案）の実行に関する件
３．支部旅行に関する件
４．定期総会意見交換会に関する件
５．その他

24．6．1 定期総会意見交換会を実施した
出席者数　82名

24．6．28 第２回厚生委員会 清和荘 出席者数8名
１．平成24年度事業計画の実行に関する件
２．支部旅行に関する件
３．麻雀大会に関する件
４．夏季意見交換会に関する件
５．その他当面の諸問題について
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総務委員会からの連絡事項
　平素は、支部の会務運営にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　おかげさまで、6月1日に開催されました第32回定期総会も無事終了することができました。引き続き本

年度も伏見支部の基本方針に従い、支部会務運営の円滑と充実を図るよう事業計画を実施したいと思

います。

　さて総務委員会におきまして、定期総会、夏季懇親会、新年意見交換会等の開催のご案内をさせてい

ただいておりますが、準備の都合上出席人数の把握が必要となります。お手数とは思いますが、ご出席の

有無にかかわらず、期限内にご回報下さいますようご協力お願い申し上げます。

研修委員会からの連絡事項
　前事業年度は、多くの会員先生方に研修受講していただき、ありがとうございました。おかげさまで、谷

口支部長が当初目標とされていました、伏見支部会員の３６時間研修受講率５０％は、かなり目標値に

近づいたのではないかと思います。

　谷口支部長は、平成２４年度では、更に上を目指し、研修受講率６０％を目標にするといわれました。

本年度の支部研修は９回、２７時間を企画しております。また、本会からお預かりしています研修ＤＶＤ

も、実務に役に立つ、内容の充実したものが多くあります。随時ご案内いたしますので、こちらの方もご利

用いただき、３６時間の受講を達成されますようにお願いいたします。

広報委員会からの連絡事項
会員先生方の原稿を募集しております。

どしどし応募お願いします。

また、高校生のインターンシップを受け入れていただける事務所と租税教室の講師を募集しております。

詳しくは、広報委員長 小山（Tel.075-612-6208）まで連絡ください。

厚生委員会からの連絡事項
　平素は、支部の厚生事業にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。

　支部旅行、「マカオ・香港への旅」に、多数のお申し込みいただきありがとうございました。重ねて御礼

申し上げます。

　今年も「支部連対抗ソフトボール大会」が実施されます。出場また応援の多数の先生方のご参加をお

待ち致しております。

　平成24年 9月 8日（土）　　　　　　支部連対抗ソフトボール大会

　平成24年10月13日（土）～15日（月）　支部旅行「マカオ・香港への旅」

　今年も委員一同、支部の会員先生方の親睦をより深めていただきますよう諸事業を企画して参ります

ので、今後ともご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。

ｅ-Ｔａｘ連絡協議会からの連絡事項
　現在の日税連の電子証明書の期限が２０１３年３月３１日までとなっております。伏見支部では８割

以上の会員の先生に取得していただいているのですが、前回と同様に印鑑証明書と住民票が必要にな

ります。

　近畿会は９月末より随時更新の書類が送ってきます。ご協力の程、よろしくお願いします。

　日　程

６月１日（金）
13：30 ～ 16：30

７月２０日（金）
14:00 ～ 17：00

９月６日（木）
13：30 ～ 16：30

９月２０日（木）
13：30 ～ 16：30

１０月４日（木）
13：30 ～ 16：30

１０月１９日（金）
13：30 ～ 16：30

１１月８日（木）
13：30 ～ 16：30

１２月６日（木）
13：30 ～ 16：30

　時　間

３時間
（後半１０分は組合）

３時間
（後半１０分は組合）

３時間

３時間

３時間

３時間

３時間

３時間

　講　師

株式会社オンデック
代表取締役　久保良介氏

不動産鑑定士・税理士

丸田隆英先生

税理士

笹岡宏保先生

税理士

上西左大信先生

税理士

植田卓先生

営業創造株式会社
代表取締役　伊藤一彦氏

税理士

上西左大信先生

税理士

金井恵美子先生

テーマ

中小・小規模企業、次世代へつなぐ・大きく育てる

「スモールＭ＆Ａのすすめ」

土地評価の重点解説
～広大地評価から不動産調査まで大きく差がつく重要ポイントの徹底解説～

みんなが知りたい資産税
―最新情報―

中小企業の会計に関する基本要領と税制改正

みんなが知りたい法人税
―最新情報―

仮称
（バランス・スコアカード）

みんなが知りたい所得税
―最新情報―

みんなが知りたい消費税
―最新情報―

９～１２月の会場は京都税理士会館の予定です。

平成２４年度伏見支部研修予定

川柳、俳句、写真等あなたの作品を
「伏水」に投稿してみませんか。是非お待ちしております。

お知らせ
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三田村 善生

伏見支部の会員の先生方、初めまして。この度、伏見支部に入会させていただきました川島淳一

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

私はこの伏見区で生まれ育ち、青春時代を過ごしてきました。大学卒業後、関西の地を離れ、新

日本有限責任監査法人東京事務所で監査業務を中心に従事しました。子供が生まれるのを機に

前職を退職し、生まれ故郷であるこの伏見に居を移し、伏見支部の会員であった父親と共に税理

士法人を立ち上げました。

10数年ぶりに伏見に戻ってまいりましたが、伏見の変わらぬ町並みに懐かしさを感じつつ、この

地で仕事ができることに感動を覚えます。出身小学校では今でもなお在校生が井戸水でのどを潤

し、御陵さんの深い緑は日々の疲れを吹き飛ばしてくれます。桜の季節は毎年伏見桃山城でお花

見をしていたことが思い出されます。8月の町内での地蔵盆では、町内の方々が私ども家族を快く

迎え入れてくれ、人とのつながりの素晴らしさを痛感しました。10月の御香宮のお祭りは今でも心

躍ります。NHK大河ドラマのおかげで寺田屋に観光客の方が増えたことも誇らしく思っています。

このような素晴らしい土地で、夫婦共 の々趣味である散歩を楽しんでいます。最近では1歳にな

る娘も目をキラキラさせて伏見の歴史を感じてくれています。私が祖父母と歩いた街並みを、今は

両親が娘と楽しそうに歩いているところを見ると、それだけで伏見に戻ってきてよかったと心より思

います。娘にはこの伏見の歴史と壮大な大自然の中で、優雅な、気品ある女性に育ってもらいたい

ところです。

さて、昨年は東日本大震災や台風、豪雨といった大災害が起こりました。今年は引続き電力需

給の逼迫といった生活上、経営上の難題が山積しています。このような厳しい経営環境の中、顧問

先の方 と々お仕事をさせていただく中で少しでもお役に立てるようにと、毎日試行錯誤の連続です。

今は、税理士業務のかたわら公認会計士業務も行っております。これからは税務を中心に業務

を行うような状況を作っていきたいと思いますが、まだ経験も少なく、諸先輩の先生方には迷惑を

かけてばかりと反省しています。今までの経験を活かしつつ、また新たな挑戦も忘れずに、一歩一

歩全力で進んでいきたいと思います。

最後になりましたが、伏見支部の会員の先生方には今後さまざまな場面で何かとお世話になる

ことと思います。その際はなにとぞご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い致します。

　この度、伏見支部に入会させていただきました森川兼造税理士事務所の高島博と申します。

どうぞよろしくお願い致します。

　私は、神戸で生まれ育ち、大学時代は滋賀県彦根市で、卒業後は神戸に戻り地元の企業で

働いていましたが、退職後に勉強をしながら尼崎や大阪の税理士事務所で働いてきました。関

西の中でも大阪、京都、神戸はそれぞれ特徴の違いがありますが、私は大阪や神戸より今まで

一度も過ごしたことのない京都を一番敷居の高い都市のように感じていたので、初めて働く京

都に対して様々な緊張がありました。先日、伏見支部の総会に出席させていただき、その後の意

見交換会にも緊張をしながら参加させていただきましたが、諸先生方が優しく迎えいれて下さ

り、緊張の糸が幾分かほぐれ有意義な時間を過ごすことができました。伏見支部は私が当初感

じていた京都とは違う印象で、あたたかさを感じました。

　今後伏見支部の諸先生方には何かとお世話になると思いますが、何卒ご指導ご鞭撻をたま

わりますようよろしくお願い申し上げます。

　この度、伏見支部に入会させて頂きました三田村善生と申します。

どうぞ宜しくお願いいたします。

　私は、琵琶湖の西、マキノ町（現 高島市マキノ町）で生まれ育ちました。マキノ町という町名は、

当時では珍しいカタカナで、町内には、関西のスキー場の老舗とも言えるマキノスキー場（現在

は、スキー場よりも夏場のキャンプ場として賑わっていますが…）、関西一とも言われる68万㎡に

及ぶ果樹園と、別名冬ソナ通りと呼ばれる直線2.4㎞に亘って続くメタセコイヤの並木道、湖畔に

約600本のソメイヨシノが咲き誇る桜トンネルと、深く沈んだ湖面の藍色が絶妙のコントラストを

創り出す海津大崎など、自然一杯の町です。

　しかし、地元にはこれと言った産業はなく、まさに水上勉の「湖の琴」に出てくる農業中心の寒

村です。このため、殆どの若者が町を離れ、京都、大阪へと出ていくなか、私も地元の高校を卒業

して、当時の江若鉄道で枚方の税務大学校に入りました。

　以来、国税の職場にお世話になった訳ですが、京都での勤務が多かったこともあり、独身寮時

代から退職後の現在まで、気がつけば40年近くをこの伏見に住んでおります。そして、子供も孫も

同じ幼稚園、小学校、中学校に通って（卒業して）おります。体力づくりにと昇降した桃山御陵の

230の階段、家内安全を祈った乃木神社、子供を連れて遊びに行った桃山城（キャッスルラン

ド）、花笠や御神輿で賑わう御香宮神社の祭礼、十石船と酒蔵通りの情緒溢れる街並み、からく

り時計が時を告げる大手筋商店街などなど、第二の故郷と言えるぐらいこの伏見に愛着を感じて

おります。国税の職場でも、その後の税理士業でも、多くの方と出会い、御縁を頂き、その都度暖

かく見守って頂き、まさに皆様のお陰で今日の自分があると思っております。これからもマキノと伏

見の二つの故郷と、そこでの御縁を大切に、日々前向きに取り組んで行きたいと考えております。

　最後になりましたが、伏見支部には、旧知の先輩諸先生が沢山おられ、これからも色 と々お世

話になることと思いますが、何とぞ宜しくご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

川島淳一

高島　博

新入会員紹
介

 異動理由 氏名 事務所所在地等 電話番号
正会員 事務所変更 辻　和良 景勝町48-10 
 入会（社員・支店） 川島　淳一 京町4-162-1 税理士法人川島総合事務所 京都本部 075-621-3420
 退会（死亡） 滝川　謙二 車町295 075-612-3901
 税理士区分変更（社員・本店） 市川　仁三 深草下川原町22-11 075-643-1821
 税理士区分変更（社員・本店） 市川　晃 深草下川原町22-11 075-643-1821
 転出（上京へ） 藤原　靖典 京都市北区紫竹西北町33-18 075-366-3405
 転出（東へ） 川島　育也 大阪市中央区内淡路町1-2-9 中谷ビル501 06-6943-6667
 退会（業務廃止） 根本　義一 深草堀田町10-1 ローズマンション藤の森A-501 075-642-6288
 退会（業務廃止） 畠中　卓夫 向島二ノ丸町359-21 075-601-3616
 退会（業務廃止） 四方　暘一 深草ヲカヤ町7-16 075-642-1260
 退会（業務廃止） 板橋　敬司 深草仙石屋敷町57-18 075-643-3506
 退会（死亡） 石井　俊吉 石田桜木19-1ベル・アーバニティ伏見桃山東508 075-572-7932
 転出（下京へ） 樋口　秀明 京都市下京区室町通五条下ル大黒町203番地 075-341-3411
 入会（補助） 髙島　博 深草山村町1001番地２ 森川兼造税理士事務所 075-641-4440
 転出（枚方へ） 小山　久栄 大阪府枚方市三矢町３番18号 072-841-0745
 退会（業務廃止） 石井　康雄 深草西浦町８丁目20番地１ 075-641-2563
 事務所変更 藤田　雄彦 桃山筒井伊賀東町８６番地３ ＡＭＳ桃山３０３号 075-644-4093
準会員 加入（枚方) 小山　久栄 大阪府枚方市三矢町３番18号 072-841-0745
 加入（東) 三田村　善生 大阪市中央区内平野町１丁目３番６号 ＪＰＣビル501号室 06-6949-5177
法人会員 入会 税理士法人ＡＮｄ 深草下川原町22-11 075-643-1821
 入会（従） 税理士法人川島総合事務所 京都本部 京町4-162-1　 075-621-3420

支部会員の異動（平成２4年1月～平成２4年6月） 正会員 155名、準会員 15名、法人会員 6社（平成24年7月15日現在）
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　平成24年度の京都市消防団総合査閲が、

6月3日（日曜日）、鴨川沿いにある京都市消防

活動総合センター（京都市消防学校）の屋外

訓練場において行われた。

　京都市の右京、下京、西京、東山、上京、左

京、北、南、山科、中京、伏見の各消防団（出

場順）の代表合計11分団が勢ぞろい。伏見

消防団は板橋分団が代表として出場した。

　京都市長、市会議員の外、衆議院議員、参

議院議員も多数出席。会場には消防関係者、

その家族など1,000人の参加者が詰めかけていた。

　門川市長の訓示に始まり、消防音楽隊演奏とカラー

ガード隊演技と、華やいだ開会式であった。その後、消

防団の日頃の訓練の成果を披露する市消防団の査閲

が行われた。

　査閲は、規律、士気、行進等の団結力を審査する「通

常点検」と、小型動力ポンプを使用して消防活動の連

携を競う「消防訓練」。分団長の大きな声での号令、団

員のきびきびした行動が次 と々披露された。わが伏見消

防団板橋分団の行進訓練は、旗手を務めた小山会員

の下、各団員の統一された行進が注目を浴び、ひときわ

大きな拍手が送られていた。審査員の厳しい目が光る

中、審査が行われ、その結果、伏見消防団板橋分団は、

堂 ３々位に入賞した。

　消防訓練は、母と娘の親子（南消防団）や息子と孫

の親子三代（北消防団）なども話題を集めていた。

　この京都市消防団総合査閲に先立ち、5月20日（日）

に藤森中学校グラウンドで伏見消防団総合査閲が行

われた。伏見区にある稲荷分団など21の分団が参加。

　昨年の東日本大震災や17年前の阪神大震災を思う

と行政当局の対応とともに、地域における消防・防災活

動の大切さを痛感した。（広報委員　須藤弘） 消防団は、地域の郷土愛護精神に基づき、日常はそれぞ
れが仕事をもちながら、火災や風水害、地震などの災害が起
こった時に召集される非常勤の消防組織です。
そんな非常勤の消防組織である板橋消防分団に、私は仕
事の傍ら所属して27年になります。私が所属する板橋消防分
団の主な活動は、火災現場における警戒活動、毎月5日、20
日には無火災励行のための警戒パトロール、防災訓練での
防災指導、市民を対象とした救急指導など多岐に渡ってい
ます。その活動の一環として先日京都市消防団査閲※に出場
しました。
7ヶ月の長期間にわたり訓練に取り組みました。当初は先

が思いやられるような状態で、どうなるものか分団員全員が
心配でした。
特に本番2カ月前は平日無休で訓練に取り組みました。20
時からの訓練に参加できるよう、時間をやり繰りしながら仕
事を早く片付けることは、本当に大変でした。そんなときは分
団員全員でお互いを励まし合いました。
「板橋分団の究極の使命は、地域の安心安全に貢献する
ことだ。」

お互いで励まし合うことにより厳しい訓練も無事に乗り越
えて、心を1つにして総合査閲当日に学区民の方々に賛辞を
頂いたときは、心の底から喜びを感じました。長い消防団生
活で、学区民の方々に必要とされることは、最高の誉れであ
り、消防団冥利だと実感しました。
東日本大震災以降、消防団活動はクローズアップされてい

ます。昼夜問わず発生する災害出動の要請に応えることは、
生易しいものではありませんが、地域の安心安全に貢献でき
ることは、言葉にはできないやりがいが感じられます。また、東
日本大震災以降、盛んに問われている「地域との絆」を日 の々
防火防災業務で十二分に感じることができるのも魅力です。
顧問先の方に是非消防団を進めてほしいと思います。

小山会員が伏見消防団板橋分団の旗手として活躍！
京都市消防団総合査閲

整列 小型動力
ポンプ操法

行進

駆け足

※京都市消防団総合査閲
京都市では、消防団の結束力の向上と技術練磨を図るため、毎年度、京
都市消防団総合査閲を実施しています。この総合査閲は、市内各行政区
の消防団から選抜された特に優秀な11分団が一堂に会し、消防団員とし
て必要な規律や礼式、小型動力ポンプを使用した消防訓練等を披露する
ことにより、消防団の災害対応力をより一層向上させ、消防力の強化を目
指すものです。
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　平成２４年６月２日、３日とあこがれのしまなみ海
道へ。当日は朝一番に目覚め、京都駅からのぞみに
乗り福山へ。福山からこだまに乗り換え新尾道へ向
かいました。心配したお天気は曇り空で涼しく、サイ
クリングにはもってこいでした。電車での移動は「輪
行」というもの。自転車の前輪・後輪を外してコンパ
クトにし、紐付袋に入れてショルダーバッグのように
肩から抱えて運びます。
　新尾道で新幹線を降りてから、自転車を組み立
て、向島まで渡船で渡り、向島からサイクリングロー
ドを因島～生口島～大三島～伯方島～大島そして
四国の今治へと、もちろん自転車で走ります。宿泊先
の今治国際ホテルまで走行距離８１ｋｍでした。朝
７時に京都駅を出発し、ホテルに着いたのは午後５
時半でした。帰路は生口島まで自転車で走り、そこ
から快速船で尾道港に着きました。
　道中では地元の方々がフルーツやお菓子を差し

入れて下さり（私達に、という訳ではないのですが）、
駅の道では、サザエの壺焼きなど美味しいお食事、
塩分補給には伯方の塩アイスクリームなど、いつも
水分養分に気を使いながら走りました。特に帰りの
尾道駅前のお店で食べたタコやキスやメバルなど、
お魚が新鮮で絶品でした。
　そして、自転車から流れる瀬戸内の島々が重なり
合ったあの風景は本当に美しく、時間が止まってし
まったのかと思える様な一日でした。
　最後になりましたが、このような機会に巡り合え
た事、なによりも、この旅のお世話をして下さった先
生、いつもしんがりを走って下さった先生、ジョーク
を言って励まして下さった先生、自転車の組み立て
をして下さった先生、伴走して下さった先生方、有難
うございました。感謝の気持ちで一杯です。
　また次回への期待に胸ふくらませ、今後とも自転
車の練習に励みますので、宜しくお願い致します。

7月6日ラウンドワン京都河原町店で行われまし
た。今回初参加となった私は、どんな人達がいるの
か興味津々でした。マイボール、マイシューズの人達
がいて、他の支部はどうやって出場選手を決めてい
るのだろうと聞いたところ、予選をやって出場者を決
めている支部もあるらしく、足引っ張るなぁと思って
いたら、「勝つことより楽しむことだよ」って言っても
らえたので、今日は楽しく精一杯プレイすることにし
ました。今回は3ゲームということだったので軽めの
ボールを選択。8ポンド、ピンクのボールでした。ピン
クは好きなので楽しめそうな予感。
伏見支部は2チーム6名が出場しゲーム開始。ス

パットを見て投げると良いことは知っていたのです
が、メガネを準備していなかったのでよく見えない。
ピンを見たり、真っ直ぐ投げることだけに集中したり
とあれこれ試してみたのですが効果無し。2ゲーム目
からボールが重く感じ始めて、ストライクを意識する
とコースを外し、コースを外すことを計算に入れて投
げても計算通りにいかない。3ゲーム目に入って、諦
めというか、開き直りというか、ボウリングの事は
ボールに聞いてみようなんて発想が生まれ、心の中
でボールと会話しながら投げたら、なんとストライ

ク！そして次もストライク！喜べる時に喜んでおこ
うという姿勢なので素直に喜びました。そして次は9
ピン倒して、残りもきっちり取ってスペア。さあこれか
らって時に、会場が暗くなり普段と違う演出があり、
感覚やリズムがガラリと変わってしまいました。ボー
ルと会話ができなくなったというか、声援というプ
レッシャーに負けたためコースを外しまくりでした。
ボウリングは自分の心の変化が結果に大きく左
右するものなんですね。また体力・筋力の無さを痛感
しました。優勝は上京支部。伏見支部は何の賞も無
しという珍しさでした。目標であった楽しく精一杯プ
レイすることができたので満足です。ボールと会話す
るという発想が生まれたことは、ボウリングに限らず
他のことも応用できそうなので、今後が楽しみです。
応援してくださった谷口先生、新見先生応援ありが

とうございました。伏見A・Bチームの先生方お疲れ様
でした。

京税～しまなみ海道サイクリングロード～
　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山　智子

岩井宏之

支部対抗ボウリング大会
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私こと、この度の定期人事異動によりまして、福岡国税局
酒類業調整官を拝命し、故郷であります福岡の地への配転
となりました。
伏見税務署の在任期間中、近畿税理士会伏見支部の皆様方には、大変、お世話になりました。
最後の総会では、お別れのご挨拶をさせていただく機会が得られましたことに感謝しますとともに、この2
年間、各会員の皆様方には、温かく接していただいたお蔭で、思わず良き思い出が蘇ってきて、感極まってし
まい、十分なご挨拶ができず、申し訳ありませんでした。
思い起こせば、2年前、福岡から京都へ来ましたのが7月中旬で、宿舎が空かなかった関係で、5日間ほど、

ホテルから通勤させていただいたのですが、この期間、ホテルを予約するのが四苦八苦で、後になって、京都
市の一大イベントであります、京都祇園祭の真っ最中であることがわかりました。
昨年は、京都祇園祭の山鉾巡行を初めて見学させていただきましたが、見物客の多さに圧倒されますと

ともに、外国人観光客も多く訪れ、さすが、国際都市京都だなということを実感しました。
それから、伏見税務署在勤中で、一番、思い出深いのは、平成22年7月に着任してすぐの税理士会伏見
支部役員との懇談会での雰囲気でした。
初めての懇談会ですので、堅苦しい雰囲気で場が進んでいくのかなと想像をしておりましたが、歴代支部
長が、常々、発言されておられます「対話と協調」の言葉通り、とても発言しやすいフランクな会合であり、仮
に、議論すべき課題や、何か問題が起こったとしても、本音で語り合いながら、常に良い方向が導き出せるの
ではないかと実感致しました。
また、最もびっくりしましたことは、税理士会伏見支部30周年に参加させていただいた際のことですが、皆
様方のみなぎるパワーに圧倒されるとともに、各種行事への出席率の高さに驚き、これだけまとまった支部
は、今まで見たことがありません。
私生活では、2年間の京都での生活もあっという間に過ぎ、夜の方では、鴨川沿いの納涼床、芸妓さんや
舞妓さんの雰囲気が楽しめる上七軒のビアガーデンなど、京都らしさを満喫させていただくとともに、昼の方
では、散歩コースでありました伏見桃山の酒蔵の町並、汗だくになって上まで登った伏見稲荷大社、紅葉が
綺麗な永観堂のほか、なぜか惹かれる二条城など、京都の風情もたくさん楽しませていただきました。
今年の祇園囃子（はやし）の「コンチキチン」の音色は、皆様方とお別れすることになり、京都へ来た時と違

い、とても寂しく聞こえてなりませんでした。
最後に、福岡の地から、近畿税理士会伏見支部の皆様方のご健勝とご事業のご繁栄を心から祈念しま

して、私のお別れのごあいさつとさせていただきます。本当に、お世話になりました。

【表紙】　「豊太閤花見行列」
　太閤・豊臣秀吉が贅を尽くして行ったといわれる「醍醐の花見」を再現した「豊太閤花見行列」が4月8

日、京都市伏見区の醍醐寺で行われ、時代装束を身につけた約200人が境内を練り歩きました。秀吉等

の一行は、午後1時、醍醐寺の三宝院を出発し、桜の馬場を巡行、その後金堂前の特設舞台での狂言や

舞楽などを鑑賞した際の風景です。

　醍醐寺は、平安時代から「花の醍醐」と呼ばれるほどの桜の名所であり、この時期には、境内は彼岸桜

に始まり、しだれ桜、染井吉野、山桜、八重桜などの桜が順番に咲き誇ります。

　「豊太閤花見行列」は、慶長3年（1598）の春、秀吉は花見に際して畿内から700本の桜を植え、三宝

院の建物と庭園を造り、盛大な宴を開きました。息子・秀頼や正室・北政所、側室の淀など女房衆、直参

の武将たちなど1300人余りが参加したといわれています。晩年、体力の衰えを感じ始めた秀吉は、醍醐寺

に伝わる祈りの心に触れ、自分を支えてくれた人々に対して「感謝の心」をこめて、この花見を行いました。

この故事にならって、毎年4月の第二日曜日に「豊太閤花見行列」が開催され、終日境内は賑わいます。

皆様に感謝 前伏見税務署副署長

上野俊哉
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